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【 研 究 成 果 の 概要 】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  

 本 研 究 で は，日 本 の高校 生 の 主 語 位 置に お ける 名 詞 句 構 造 の習 得 を調 べ る た め に，Koukouse i  Bi l ly ’ s  
テ ス ト (KB テ ス ト )を 作 成 し た 。 KB テ ス ト の 問 題 は ， 名 詞 句構 造 の 処理 の 難 易 度 に よっ て ，大 き く 3
つ の グ ル ー プ に分 類 され る 。 Group  1 は 前 置 修 飾 で ， 【 This  + 名 詞 】 と 【 Which + 名 詞 】 の 2 種 類

の 名 詞 句 構 造 を含 む 。Group  2 は ，後 置 修 飾 句の う ち ，【 前 置 詞句 】と【 現 在 分 詞】に 焦点 を 当て た 。

Gro up 3 は ，後 置 修 飾節 を 含 む も の で，【 関係 代 名 詞・主 格】と【関 係 代 名 詞・目 的 格】を 取 り 上 げ

た 。将 来 の縦 断 的 調 査のた め に KB Tes t の 等 質 な フ ォ ー ム を 複数 作 成す る こ と も 本 研究 の 目的 の 一 つ

で あ っ た た め ，タ ーゲ ット 項 目 は 全 く 同じ で ，語彙 の み を 少 し 変え た 3 種 類 の テ ス ト フォ ー ムを 作 成

し ， 調 査 に 用 いた 。 具体 的 に は ， Form A は 86 名 ， Form B は 95 名 ， Form C は 97 名 を 対 象 に 実 施

し た 。 正 答 率 およ び エラ ー パ タ ー ン はフ ォ ーム 間 で ほ ぼ 同 じで あ った た め ， 以 下 ， 3 種 類 のフ ォ ー ム

を あ わ せ た 結 果を 報 告す る 。 こ の １ 年の 研 究期 間 内 に KB テ ス ト を 用 い て ２ つ の 調 査を 実 施し た 。  
 調 査 1 で は ，高 校 生 278 名 を 対 象 に KB テ ス ト を 実 施 し た 。その 結果 ，全 体 の 正 答 率は ， 50%に 満

た な か っ た 。また ，テ スト 項 目 の 信 頼 性係 数 (クロ ン バ ッ ク α )は .87  (Form A)，.88  (Fo rm B) .87  (Form  
C)で あ っ た 。 平 均 解 答時 間 は ， 23.14  (SD = 5 .97)  分 で あ っ た 。 今 回は 高 校 2 年 生 を 対 象 に 3 学 期 末

に KB テ ス ト を 実 施 し たが ，高 校 生 の 後 半で も，名 詞 句 構 造 の 把握 能力 は 十 分 で は ない こ とが 読 み 取

れ る 。 ま た ， Group 1 (前 置 修 飾 句 )， Group  2 (後 置 修 飾 句 )， Group  3  (後 置 修 飾 節 )の 3 つ の 異 な る 難

易 度 の 階 層 性 があ る こと が 示 唆 さ れ た 。更に ，文 法 的 な 処 理 がで き てい な い こ と に よる 典 型的 な エ ラ

ー パ タ ー ン（ 中 間 言 語体 系 ）も 明ら か に さ れた 。そ し て，名 詞句 構造 は 把 握 で き てい る よう だ が ，そ

の 英 文 の 意 味 を理 解 でき て い な い 学 習者 も 一部 い る こ と が 分か っ た。  
 調 査 2 で は ， KB テ ス ト を 改 訂 し て 追調 査 を実 施 し た 。 改 訂の ポ イン ト と し て ， 調査 １ で使 用 し た

KB テ ス ト に ，過 去 分 詞を 使 っ た 後 置 修飾 を 含む 名 詞 句 と，関 係 代 名詞 who/who m を 含 む 名 詞 句 を 追

加 す る こ と に し た 。 高 校 生 42 名 を 対 象 と し て ， 改 良 版 KB テ ス ト を 実 施 し た 結 果 ， 平 均 正 答 率 は

44.82% (SD = 14 .52%)で ， 調 査 1(M = 47 .37%)と ほ ぼ 同 程 度 で あ った。 テ ス ト 全 体 の 65 問 にお け る

信 頼 性 係 数 (ク ロ ン バ ッ ク α )は ， .87 で 内 的 一 貫 性 は 十 分 に 高 か っ た 。 な お ， 問 題 グ ル ー プ 別 に 信 頼

性 係 数 を 計 算 して も ，内的 一 貫 性 は 保 証さ れ た (Gro up 1  =  .77 ,  Group 2  = .88 ,  Group  3  = .74)。平 均

解 答 時 間 は ， 15.62  (SD = 3 .23 )  分 で あ っ た 。ま た ， 名 詞 句 の種 類 によ っ て ， 名 詞 句構 造 把握 は ど う

変 わ る か を 調 べた 結 果， Group 間 に 差 が 見 ら れ た (Gro up1  (前 置 修 飾 ) 62 .74%(SD=18 .19) ,Gro up2 (後
置 修 飾・句 )51 .43%(SD=25.91) ,Group3  (後 置 修 飾・節 )20 .29%(SD=14.77) )。ま た ，調 査 1 の KB テ ス

ト と 共 通 す る 問 題 (名 詞 句 構 造 )に お い て は ， エ ラ ー パ タ ー ン の 種 類 と 頻 度 は ， 調 査 ２ で も ほ ぼ 同 じ 傾

向 が 見 ら れ た 。特 筆す べき こ と と し て は ，関係 代名 詞 の 直 前 に 動詞 を 挿入 し て し ま う エラ ー パタ ー ン

の 頻 度 が ，関 係 代 名詞の 種 類 に よ っ て異 な るこ と が わ か っ た 。この結 果 は ，関 係 代 名 詞を含 む 名 詞 句

構 造 の 習 得 状 況が ，関 係代 名 詞 の 種 類 によ っ て異 な り 得 る こ とを 示 唆し て お り ，こ の 点 につ いて は さ

ら に 調 査 す る 必要 が ある 。  
 本 研 究 で 扱 っ た 名 詞 句 構 造 は 中 学 校 で 導 入 さ れ ， 高 校 で も 引 き 続 き 扱 わ れ て い る 言 語 事 項 で あ る

が ，名 詞 句 の境 界 を 把 握す る こ と は 多 くの 高 校生 に と っ て 容 易で は ない こ と が 本 研 究の 結 果か ら 明 ら

か に な っ た 。今回 は ，縦断 的 研 究 の 1 年 目 と して ，横 断 的 な 調査 に よっ て 名 詞 句 構 造の 把 握能 力 を 調

べ た が ，今 後 は ，同 一協 力 者 を 対 象 に KB テ ス ト を 複 数 年 実 施し ，名詞 句 構 造 の 習 得プ ロ セス の 経 年

変 化 を 明 ら か にし て いく 。  
 

【 研 究 成 果 発 表方 法 】  

＜ 学 会 口 頭 発 表＞  

関 東 甲 信 越 英 語教 育 学会 第 ４ １ 回 新 潟研 究 大会  

「 高 校 生 の 名 詞句 境 界把 握 に 関 す る パイ ロ ット 調 査 － Koukousei Billy’ s (KB) Test の 開発  

（ 共 同 発 表 ： 鈴木 祐 一， 臼 倉 美 里 ）  

＜ 論 文 ＞ （ 投 稿中 ）  

日 本 の 高 校 生 の英 語 名詞 句 構 造 の 把 握能 力 ― Koukousei Billy’ s (KB)テ ス ト の 開 発 ―  

（ 共 同 執 筆 ： 鈴木 祐 一， 臼 倉 美 里 ）  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て ， 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は ， 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  



な お ， 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


